
コーポレートガバナンス

　アルバックは、「アルバックグループは、互いに協

力・連携し、真空技術及びその周辺技術を総合利用す

ることにより、産業と科学に貢献することを目指す」と

の経営基本理念のもと、企業価値を中長期的に向上さ

せるため、コーポレート・ガバナンスの充実に努めて

おります。このような観点から、株主のみならず、取

引関係者、地域社会、従業員その他当社事業活動に関

連する様々なステークホルダーの利益を尊重するとと

もに、企業倫理及び法令順守を徹底させつつ競争力の

ある効率的な経営を行うことを重視しています。

　アルバックは、経営体制として、監査役会設置会社

を採用しており、特に重要な機関として、取締役会、

常勤役員会、監査役会、指名報酬等委員会などを設置

しています。

　まず、経営上重要な事項についての意思決定を行う

機関として、取締役会を設置し、毎月1回の定時開催に

加え、機動性確保の観点から必要に応じて臨時開催を

行っております。取締役会は8名で構成されており、う

ち4名を社外取締役としています。社外取締役のうち3

名を独立社外取締役として指定しております。このよ

うな体制により、経営上重要な事項についての迅速で

効率的な判断とともに、公正中立で透明性の高い審議

の実現及び業務執行の監督を実現しています。

　次に、執行役員制度を導入し、各執行役員が取締役会

からの委任に基づき、各担当業務について一定の責任と

権限を付与される形で業務執行に従事しています。また、

社内取締役及び執行役員の計16名より構成される常勤

役員会を設置しています。常勤役員会は、毎月1回の定
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時開催を行うとともに必要に応じて臨時開催を行ってお

ります。このような体制により、各業務執行役員の責任

と権限の明確化のもと、変化の激しい事業環境に適応し

たより柔軟で迅速な業務執行を実現しております。

　更に、経営判断及び業務執行の監査・監督機関とし

て監査役会を設置しております。監査役会は、4名で構

成されており、うち2名を社外監査役とし、2名とも独

立社外監査役として指定しております。また、監査役

と独立性を保障された監査室や会計監査人との緊密な

連携、取締役会や常勤役員会をはじめとする重要な会

議への監査役の出席と意見陳述、代表取締役との定例

会議等により、監査・監督機能の実効性を確保してい

ます。このような体制により、各監査役が十分な情報

を取得しつつ、厳正かつ公正中立で透明性が確保され

た監査・監督機能の発揮を実現しています。

　加えて、取締役及び執行役員の指名、報酬等、特に

客観的な判断が要求される重要事項についての議論を

行う指名報酬等委員会を設置しております。指名報酬

等委員会は、7名から構成されており、うち5名が独立

社外取締役及び独立社外監査役、そして残る2名うち1

名は社外取締役としています。このような取締役会の

諮問機関を設置する体制により、経営上特に重要な事

項についてより公正中立で透明性が高い審議を実現し、

取締役会の実効性を高めています。

　また、取締役会、監査役会、常勤役員会、指名報酬

等委員会の構成員は次のとおりです。

経営管理体制（2020年9月末日現在）

コーポレートガバナンスの基本方針と体制

役職名 氏名 取締役会 監査役会 常勤役員会（注） 指名報酬等委員会

代表取締役社長 岩 下 　 節 生 ● ● ●

取締役副社長 本 吉 　 光 ● ●

専務取締役 末 代 　 政 輔 ● ●

専務取締役 白 　 　 忠 烈 ● ●

社外取締役 西 　 　 啓 介 ● ●

社外取締役 内 田 　 憲 男 ● ●

社外取締役 石 田 　 耕 三 ● ●

社外取締役 中 島 　 好 美 ● ●

常勤監査役 伊 藤 　 誠 ● ● ●

常勤監査役 矢 作 　 充 ● ● ●

社外監査役 浅 田 　 千 秋 ● ● ●

社外監査役 宇 都 宮 　 功 ● ● ●

⃝ 議長　　　⃝ オブザーバー
（注） 常勤役員会は、上記以外に執行役員が構成員であります。

価値創造基盤
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コーポレートガバナンス
価値創造基盤

役員報酬

　取締役の報酬等の決定は、経営の透明性、公正性、

報酬等の妥当性を確保するため、社外取締役、社外監

査役及び取締役会議長で構成する指名報酬等委員会を

設置しております。指名報酬等委員会は、他企業にお

ける報酬水準の分析、比較を行った上で、当社に相応

しい報酬等に関して諮問を行い、その答申を経て、株

主総会で決議（※）した取締役の報酬等の総額の範囲内で、

取締役会の決議により決定いたします。社外取締役に

ついては固定報酬としての基本報酬のみで構成されて

おります。

　社内取締役の報酬等の一部は、業績連動型報酬制度

を採用しております。当該事業年度の経営成績等に連

動する年次業績連動報酬及び年次業績目標の達成度に

応じた業績連動型の株式報酬制度である株式給付信託

による株式報酬等で構成されています。また、年次の

業績連動報酬に反映される取締役の個人評価を実施し、

同評価についても指名報酬等委員会に答申の上、決定

しております。

　株式給付信託制度は、当社が拠出する金銭を原資と

して信託を通じて取得された当社株式が、当社が定め

る役員株式給付規程に従って取締役に割当てられ、原

則として、退任時に当社株式及び退任日時点の当社株

式を時価換算した金額相当の金銭が当該信託を通じて

給付されるものです。

　なお、年次業績連動報酬は事業年度ごとの経営成績

等に連動するため、固定報酬の基本報酬に対する支給

割合に関する方針は設定しておりません。

　アルバックでは、取締役会の機能を向上させ、ひいて

は企業価値を高めることを目的として、取締役会の実効

性につき、各取締役及び各監査役に対して、年次の自己

評価を実施しています。

　回答方法は外部機関に直接回答することで匿名性を確

保し、外部機関からの集計結果の報告を踏まえた上で、

取締役会において分析、評価を実施しております。

　2019年度の当社取締役会の実効性についての分析、

評価の結果、当社取締役会の実効性は確保されていると

判断しておりますが、更なる取締役会の実効性向上のた

めの提言も取締役会構成員から出されており、これらも

考慮して、引き続き継続的な実効性の向上に努めてまい

ります。

　当社は、取締役会における多角的な議論を実現してそ

の実効性を高めるよう、その構成にあたっては、知識・

経験・能力などのバランスや多様性、規模の適正を考慮

しております。こうした視点を踏まえ、取締役会におい

て、取締役候補者の選任を慎重に行っております。また、

取締役会の規模についても、意思決定の迅速性の観点を

踏まえ、適正な人数となるように努めております。

　2019年度において当社監査役会は15回開催されてお

り、取締役会議案を含む監査に関する重要な事項につい

ての報告と協議を行っています。監査役は、監査役会で

の協議及び個々の監査役の知見をもとに、取締役会の場

に限らず随時適切に当社取締役に提言を行っています。

また、アルバックは、監査役が取締役、監査室並びに会

計監査人と定期的に意見交換する場を保証し、コンプラ

イアンスや内部統制の整備状況など多岐にわたる事項に

ついて意見交換をしています。

（※） 取締役の報酬限度額は、2018年９月27日開催の第114回定時株主
総会において、年額500百万円以内（うち社外取締役分60百万円
以内）、監査役の報酬限度額は、2006年９月28日開催の第102回
定時株主総会において、年額100百万円以内と決議しております。
また、上記取締役の報酬限度額とは別枠で（社外取締役を除く）、
2016年９月29日開催の第112回定時株主総会において株式給付信
託（BBT）の導入について決議しております。

取締役会の実効性評価

社外役員の選任方針

社外役員氏名 社外役員の選任理由 出席状況及び発言状況

御 林 　 彰 他社における経営者としての豊富
な経験と幅広い知見を活かした有
益な意見をいただくため

当年度開催の取締役会12回全てに出席し、他社における経営者としての豊
富な経験と高い見識を活かし、議案の審議等に必要な発言を適宜行ってお
ります。

内 田 　 憲 男 他社における国内外の経営者とし
ての豊富な経験と幅広い知見を活
かした有益な意見をいただくため

当年度開催の取締役会12回全てに出席し、他社における国内外の経営者とし
ての豊富な経験と高い見識を活かし、議案の審議等に必要な発言を適宜行っ
ております。

石 田 　 耕 三 他社における経営者としての豊富な
経験と技術的な専門知識及び幅広い
知見を活かした有益な意見をいただ
くため

当年度開催の取締役会12回のうち11回に出席し、他社における経営者として
の豊富な経験と技術的な専門知識を活かし、議案の審議等に必要な発言を適
宜行っております。

中 島 　 好 美 他社における国内外での経営者とし
ての豊富な経験と幅広い知見を活か
した有益な意見をいただくため

当年度開催の取締役会12回全てに出席し、他社における国内外の経営者とし
ての豊富な経験と高い見識を活かし、議案の審議等に必要な発言を適宜行っ
ております。

浅 田 　 千 秋 弁護士としての経験及び知見を活か
した有益な意見をいただくため

当年度開催の取締役会12回及び監査役会15回全てに出席し、主に弁護士と
しての専門的見地から、議案の審議等に必要な発言を適宜行っております。

宇 都 宮 　 功 税理士としての経験及び知見を活か
した有益な意見をいただくため

当年度開催の取締役会12回及び監査役会15回全てに出席し、主に税理士とし
ての専門的な見地から、議案の審議等に必要な発言を適宜行っております。

　アルバックは、取締役・監査役が十分に期待される

役割・責務を適切に果たすために必要と考えられるト

レーニングの機会を適切に提供しております。

　具体的には、新任社外取締役については、当社の組

織・事業内容・経営計画の説明、工場視察を中心とし

たトレーニングの機会を提供しております。また定期

的に国内外の主要な子会社及び工場の視察を行ってお

ります。

　また、新任監査役については、監査役の要望を受け、

新任取締役に準じたトレーニングの機会を提供してお

ります。就任後については、取締役・監査役ともにそ

の職責を果たすために必要と認められるトレーニング

についての費用負担などの会社としての支援も行うこ

ととし、その自己研鑽を奨励することとしております。

これらのトレーニングの機会の提供は継続的に見直し

を行い、必要に応じて更新を行うものとしております。

取締役・監査役のトレーニング方針

　アルバックは、保有目的が純投資目的である投資株式

と純投資目的以外の目的である投資株式の区分につい

て、純投資目的の株式には、専ら株式価値の変動又は株

式に係る配当によって利益を受けることを目的として保

有する株式を区分し、純投資目的以外の株式には、それ

以外の目的で保有する株式（政策保有株式）を区分してお

ります。

　アルバックは、取引先上場企業との事業上の関係の維

持及び強化という観点から、当該取引先の株式を取得す

ることが当社の持続的成長と中長期的な企業価値を向上

させることに資すると判断した場合に限り、当該取引先

の株式を取得することがあります。

　政策保有株式については、保有目的の適切さ、保有す

ることによるメリット・リスク、資本コスト等の観点か

ら保有の適否を検証し、毎年取締役会において報告する

こととしております。その結果、保有の意義が希薄と判

断されたものについては、縮減を検討していくこととし

ております。

政策保有株式について

2019年度における主な活動状況

監査の実効性確保の取組み
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